
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

校長  秦  勉 

抜けるような青空に恵まれた１０月２０日土曜日、飯南高校創立

７０周年記念式典を来賓の方に加え、町民や保護者の皆さんにも多

数出席いただき、本校体育館で開催しました。 

７０周年の節目の年に在籍した生徒一人ひとりにとっても、この

式典は本校の歴史の一端を顧みることができる好機となったと思

います。当日、創立７０周年記念事業実行委員長で鵬雲会会長の小

野覺氏は、挨拶の中で、自身のお生まれと重なる本校の７０年の歩

みを万感の思いとともに語られました。  

当日の厳粛な式典の掉尾を飾ったのは、地元を中心に活躍されて

いる飯南神楽団による、勇壮で華麗な神楽の舞でした。『山姥（や

まうば）』という名の神楽が演じられ、４人の舞手と４人の囃子奏

者がステージに登場し、４５分にわたってまさに舞台狭しと熱演し

ました。初めて神楽を鑑賞した生徒もいましたが、あまりの迫力に

目は釘付けとなり、公演後しばらくは拍手が鳴り止まない状態でし

た。当日は本校の５人の生徒が公演に加わっていました。この日の

ために練習に励んだ生徒たちは、記念式典の主役の一人となったの

は言うまでもありません。見る者、演じる者がまさに一体となって、

地元の宝を味わうことのできた幸せな時間でした。  

この記念事業は７０周年記念誌の上梓、屋外トイレの竣工等をも

って完遂する予定となっていますので、後日この紙面で紹介いたし

ます。 

本校の歩みはこれで幕を閉じるわけではありません。今後、８０

年、９０年そして１００周年に向けてさらなる発展を遂げることを

胸に刻んだ一日となりました。皆様のご支援、ご協力に改めてお礼

を申し上げます。ありがとうございました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年学年主任  新宮 美也子  
 
今年度も飯南高校の１年生が国際交流体験学習に行っ

てきました。台湾で異文化交流を行うことによって、自

国の文化について改めて考え、素晴らしさに気がつく体

験学習ができたと思います。様々な方に助けられながら

実施することができましたことに、心より感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。  

 初日は、早朝の飛行機ということで５時出発でしたが、

保護者の皆様には生徒を見送りいただくなど大変お世話

になりました。全員が元気よく出発することができまし

た。初めての海外で、戸惑う場面もたくさんあったと思

いますが、飯南高校生の持ち前の素直さと明るさで、友

人と相談し、助け合いながら体験学習に取り組んでいま

した。台風の動向が心配されましたが、天候に恵まれ、

無事全日程の計画を実施することができました。  

 本校２年生が、中高一貫教育連携校の赤来中学校・

頓原中学校の１・２年生の皆さんと一緒に国道５４号

線の清掃活動を行いました。中高合同の８つの班に分

かれ、担当場所ごとに高校生がリーダーとなって、作

業内容や注意事項  

を説明しました。  

その後、頓原の道  

の駅から赤名の道  

の駅までのそれぞ  

れの担当場所を協  

力しながら清掃し  

ました。  

 生徒からは、「中学生の時にも参加したが、高校生と

なって参加した今回は、自分たちが主体となって活動

することができた。中学生と協力して安全に活動する

という目標を達成できた」「今日だけでなく、日頃から

ゴミが落ちているのに気が付いたら拾うように意識し

ていきたい」「今回の活動を通して、周りの安全に配慮

する大切さと、誰とでもコミュニケーションを取る大

切さを学ぶことができた」「中学生との交流を深めるこ

とができ、飯南町もきれいになるという一石二鳥のと

てもいい活動だった」などの感想がありました。  

３校とも通学路として使っている国道５４号線を、

力を合わせて清掃することで、きれいな町づくりに貢

献することができました。  

３年１組が、生命地域学の集大成として取り組んで

いる、課題研究の中間発表会を行いました。今年は、

３年２組の生徒、教職員、地域の方々、島根大学コー

ディネーター養成コースの方々など約８０人を前に

発表を行いました。  

６月の「発信力を鍛える」講座では、３年２組も同

じグループで活動していたため、発表後の質疑応答で

は、時間内で取り上げきれないほど手が挙がり、関心

の高さが伺えました。各班の発表に対して、聴講者が

それぞれ良かった点、改善点、疑問点、アイデアを付

箋に記入し、貼り出しました。最終発表会に向けて、

再考する手掛かりとしていきます。  

研究を進めるにあたり、地域や事業所の方々に取材や

調査に協力いただいています。今後も飯南町をより良い

町にするため、高校生として何ができるのか試行錯誤し

ていきますので、ご協力をよろしくお願いします。  

飛行機から見下ろす台湾の農地、バスを降りた途

端に感じるスパイスの香り、バイク集団の通勤風景、

派手な色彩の看板や寺院など、目に映るものすべて

が新鮮で、海外ならではの風景が随所にありました。

町なかで自由に買い物をしたり散策したり、限られ

た時間ではありましたが、各々が楽しみ、何かを学

び取ってくれたのではないかと感じています。  

 飯南高校生としての時間が始まったばかりの１年

生にとって、この体験学習は、外から自分自身を見

つめ直すことができた、何物にも代えがたい良い機

会になりました。  

このような素晴らしい体験ができる機会を用意し

てくださった関係の皆様に重ねて感謝申し上げま

す。本当にありがとうございました。今後の飯南高

校１年生の活躍にご期待ください。  

晩秋にもかかわらず、長距離走には暑さを感じる

日でしたが、出走者全員が完走を果たしました。途

中、地域の皆さんや来島保育所の子どもたちの声援

を受け、パワーをもらった生徒たちでした。  

保護者の方々には朝早くから毎年恒例となった豚

汁サービスの準備を、ロードレース後には配膳をし

ていただきました。おかわりする生徒もたくさんい

て、終わった後の、お腹も心も満たされる時間となり

ました。  

ロードレース後、男女上位１０名ずつが表彰を受

けました。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１１月号 平成３０年１１月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

平成３０年度島根県高等学校新人テニス大会（団体の部） 

【１ 回 戦】飯南 ４－１ 安 来 

【２ 回 戦】飯南 ３－０ 松江北 

【決勝リーグ】飯南 １－４ 開 星 

飯南 ２－３ 松江南 

       飯南 ２－３ 益 田 

 

１１月２９日（木）期末試験（～１２月４日） 

１２月１９日（水）３年１組課題研究最終発表会 

     保護者面談（～２８日） 

２１日（金）終業式・壮行式（スキー部） 

２６日（水）３年２組冬季補習（～２８日） 

２８日（金）閉寮（～１月５日夕方） 

平成３０年度島根県高等学校剣道選手権大会 

【男子個人】３人出場 ３回戦までに敗退 

【女子個人】３人出場 ３回戦までに敗退 

【男子団体】●飯南（４人残し）松江高専○ 

【女子団体】●飯南（大 将 戦）矢 上○ 

平成３０年度島根県出雲地区高校野球１年生大会 

【２回戦】飯南・出雲工業合同チーム ０－３ 出雲西 

第５１回島根県高校書道展 

横田  華恋 全国総文祭推薦作品 

洞ノ上 朱夏 奨励賞 

第２２回島根県高等学校総合文化祭放送部門島根県大会 

【アナウンス部門】奥井 千夏 １６位 

安食 美咲 ２３位 

【朗 読 部 門】西田  成 １９位 奨励賞 

【ビデオメッセージ部門】「爆走！むかで駅伝」 ４位 

（県内で４作品のみ） 

 

 

今回臨書した『曹全碑』は昨年の冬から練習してきた古

典で、全８４９字もあります。勉強等と両立しながら書

くのは大変でしたが、来年の“さが総文”に出品したい

という気持ちで書いてきたので、推薦作品に選ばれてと

ても安心しました。“さが総文”に向けて、今回より更

にいい作品を書き上げたいと思います。 

 


